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【論文要旨】
　本稿は，明治初期の小新聞『仮名読新聞』において，断定の助動詞がどのように使用されたのか
を調査することによって，当時の庶民の言語生活の様相および小新聞の国語資料としての性格を明
らかにすることを目的とする。
　断定の助動詞を調査した結果，①r仮名読新聞』には創刊当時の談話体から文語へと回帰する傾
向がある，②「だ」と「なり」は常に多用されている表現である，③編集者の仮名垣魯文が意図的
に「です」を取り入れて使用する一方，寄書欄からは当時「です」がまだ一般化していないことが
見られる，④小新聞『仮名読新聞』がメディアとして情報伝達の働きは，断定の助動詞からもうか
がえること，がわかった。
【キーワード】　r仮名読新聞』，小新聞，断定の助動詞，談話体，仮名垣魯文
1　はじめに
1．1本稿の目的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　明治初期の新聞には二つの系統があり，一つは大新聞で，もう一つは小新聞である。大新聞はイ
ンテリ向けの新聞で漢文書き下ろし体の論説を持ち，その文章には生硬な漢語を用いたものが多
く，表記は主に漢字・カタカナまじりである。これに対し小新聞は，市井の人を対象とした総ルビ
の新聞であり，主として市井の生活や身の周りに起こった事件を中心に報道し，勧善懲悪的ないし
は娯楽的である。記者には江戸期の流れをくむ戯作者や狂言作者出身が多かった。r読売新聞』，
『東京絵入新聞』，『仮名読新聞』などが代表的な小新聞であり，その文体は，一部文語体も混じる
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が全体的には談話体である。明治初期の小新聞は単に，事件報道を目的とするメディアとして発刊
されただけではなく，庶民までも文明開化に導くような啓蒙的な働きを狙っていたがために，そこ
で使用されていた文体は庶民が馴染んでいる文体と考えられる。このことは，『仮名読新聞』の社
告からもうかがえる。明治10年4月1日付けのr仮名読新聞』には以下の社告が出されている。
これ　　とうけいりうかう　　　　　　　　しんぶん　　こさまがたこ　ふじんがた　　はやわか　　このたびたう　　けんか　　でみせ　　ひら「是ハ東京流行のかなよみ新聞お児様方御婦人方の早解り今回當お縣下に支店を開き（中略）
すな　　　　かいか　　　　みちび　ぶんめい　　てちやうちん
即はち開化のお導き文明の手挑燈」
上からもわかるように，明治初期の識字率が男子40％ないし50％，女子15％と推定されるなか，
総ルビや談話体の構成で紙面を工夫する小新聞は，識字率の低い庶民のために現れたともいえよ
う。
　様々な文体が共存する時代において，庶民層に幅広く受け入れられていた小新聞を調査すること
により，当時の庶民の言語生活の一端が明らかになると考えられる。小新聞の言語的性格を解明す
ることを一つの目的として，明治初期小新聞のなかで発行部数第3位を占める『仮名読新聞』を
調査する。
　明治期小新聞を取り上げた先行研究を概観すると，土屋礼子の『大衆紙の源流一明治期小新聞の
研究一』（2002）があり，画期的な成果とはいえるが，社会的な空間のなかでの小新聞の位置付け
をしたものであり，著者の言うように「新聞興亡史のような記述に傾いた面」が濃厚である。ほか
にもこの分野の研究では，明治10年以前の初期『読売新聞』を主要な分析対象として，明治社会
の形成とメディアとの関わりを探った『大衆新聞がつくる明治のく日本〉』も挙げられる。さらに，
r仮名読新聞』を資料に国語学的な考察を行った先行研究には，進藤咲子（1959），山本正秀
（1965，1971），長崎靖子（2000，2005），などが挙げられるが，それらは調査範囲が限られてお
り，具体的な用例数などが示されていなかったりする。そこで，上記の研究より広い範囲，異なる
角度から明治時代の小新聞を考察することによって，明治時代前期の小新聞r仮名読新聞』の語法
の様相を明らかにしたい。
1．2調査資料
　『仮名読新聞』は明治8（1875）年11月1日に創刊され，明治13（1880）年10月29日まで五年間
にわたって発行された（明治8年の発行当時は『仮名読新聞』であったが，明治10年3月17日の
三百十七号からは『かなよみ』と改題された。本稿では改題前の『仮名読新聞』で統一し，新聞全
体を総称する）。当時戯作者としてよく知られていた仮名垣魯文の編集で，横浜毎日新聞会社が創
刊した，当時の代表的な小新聞の一つである。魯文は滑稽洒落の表現で市井庶民の生活や世相を書
き表し，『仮名読新聞』の独特な性格を作り出した。「三十年以前の小新聞　若菜胡蝶園」（明治43
年3月『新小説』）には，r仮名読新聞』について次のような記述がある。
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「小新聞と称するものは都下に三社あった。鈴木田正雄氏の読売新聞，前田健次郎氏の東京絵
入新聞，仮名垣魯文氏のかなよみ新聞であって，（中略）かなよみは，魯文翁の酒落の文を以
て，あらゆる浮世の粋を窺う猫々奇聞などの別欄を設けて，当時の通人粋客を得意としたのが
’呼びもの，この小新聞には政治上の論説などは更に載せず，所謂俗談平話的の記事のみを以て
編集し，……」（興津要『仮名垣魯文　　文明開化の戯作者』pp138－139からの引用）
　今回の調査は山本武利監修，土屋礼子編集・解説r復刻仮名読新聞』全九巻明石書店1992年を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんぶん　　　　よせぶみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　なよみ　おふれ使用する。『仮名読新聞』は「官令」，「新聞」，「寄書」が主要な部分であるが，時には「仮名読
　　　　　めうAきぶんちんぶん珍聞」や「猫々奇聞」などの欄も設けられた。官令は候文体であり，仮名読珍聞は文語体を中心に
仮名垣魯文の綴った感想文である。この2種類は談話体から離れているため，今回の調査対象か
ら除外する。また，猫々奇聞は当時の花柳界の奇聞を話題とする欄で，読者層が特殊だと考えられ
る。したがって，用例を採集するに当たって，官令や仮名読珍聞，猫々奇聞などを除外し，新聞と
寄書とのみを対象にする。調査の範囲は明治9年から明治13年までの各年の一月から約一ヶ月の
分量とする。ただし，明治9年は一月分が欠刊であるため，二月からの一ヶ月分を当年の調査範
囲とした。各年の調査日数は以下の通りである。
年　度 明治9年 明治10年 明治11年 明治12年 明治13年
調査日数 13日 21日 23日 22日 23日
1．3調査対象
　本稿では『仮名読新聞』における断定の助動詞の使用状況について調査する。周知のように江戸
時代では，言葉の使用は職業や階層によって異なる場合がある。特に顕著な語法の差異は断定の助
動詞にも見られる。また，後の言文一致の指標としても重要視されている。断定の助動詞に関して
は，歴史的および地域的な相違に関する調査は盛んになされているが，『仮名読新聞』を扱った調
査に関しては，1．1で述べたように不明瞭な点が存在する。明治初期の小新聞は，江戸語から東京
語へと引き継がれ，さらに山田美妙らの言文一致に影響を及ぼした国語的資料として無視できない
存在1である。そこで，明治初期小新聞『仮名読新聞』で使用されている断定の助動詞をより精密
に調査する。
2断定の助動詞の使用状況
『仮名読新聞』における断定の助動詞には，主として「だ」「なり」「であります」「である」「で
1「言文一致は，三遊亭円朝の講演速記『牡丹灯籠（明治12年），ついで二葉亭四迷の翻訳『あひびき』（明治21
年）（中略）を先駆とするのが通説であるけれども，創刊当時から言文一致を取入れた『読売新聞』その他の
小新聞の文体の影響も無視してよいものではないであろう」大槻鉄男『新聞の散文』（小林弘忠（2002）rニ
　ュース記事に見る日本語の近代』p71からの引用）
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す」「じゃ」「たり」「でござる」「でごさります」「でございます」の10種類が用いられている。上
記の10種類のほかには，「でげす」5例，「でごぜす」1例，「でありんす」1例，「ざます」2例，
「でおます」3例などがあり，これら用例数の少ない表現については文例だけを掲げることとする。
なお，主な10種類の表記はすべての活用形式を総称する場合にのみ用いる。一方，「だ。」「だが」
「だらう」などの表記は具体的に使用されている諸形式であることを示す。
「でげす」5例
　　　はな　　しやうち　　へだ　　　　　　　どくやくとう　　おぼ　　　　　まよ　　　　みち　　くらやみちごく　　　　おそ　　べ　（1）鼻の障子を隔てにして毒薬湯に溺れるも迷ひの道の黒闇地獄ア・恐れ可でゲス（明治9年2
　　　月13日，1－40上）
　　　こさんだうたくらう　　　　　　　　　ほとさきた　　　か　　その　　うめ　　　　　これ　　　　　みやう　　　　　　　みある　　　なるほどかくべつへ　（2）孤山堂卓郎が〔むせる程咲立る香や園の梅〕とは是だく妙でゲスと看歩くに成程格別減
　　　　　　　おも　　　ッたとも思はぬから（明治9年2月29日，1－56上）
　　　だ　だ　らだいじんきどり　　ば　かきやく　たくさん　　　　　　　たんそく　（3）陀々羅大尽気賓の馬鹿客が沢山でこれも歎息でげす（明治10年1月12日，2－28中）
　　　きみがた　　やう　みやこ　　す　　ひと　　かよう　　とり　　　　し　　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　ん　　　ぢぐち　　やめ　（4）君方の様な都に住む人は彼様な鳥だも知らさる可けんやでゲシテ，マア其様な地口は止にし
　　　　そこへ　　　　　　とりひろ　　　て其処ヅ・ト鳥広げな（明治10年1月27日，2－78下）
　　　　　　　かく　　　ところ　　ふ　じゆう　　　　　かいめいせかい　　とく　　　　　　　　　しやれ　　　　こま　　　　こと　（5）まだく隠れる所に不自由なきは開明世界の徳でゲスとは洒落とは困ッた事なれど（明治13
　　　年1月27日，8－80上）
「でごぜす」1例
　　　たけだこくさいぼうおしべうでまへもち　 しごとま　すき　　 どう　　 ほうかんき　（6）武田谷斎坊は惜む可き腕前を持ながら職工の間がな透がなあると如何でごぜすの幣間気どり
　　　（明治11年2月19日，4－59中）
「でありんす」1例
　　　なうて　　　　　　すまひすき　しやうはふ　べんきやうりよくあま　　　　　　　　ごふう　ことば　 よしはら　ぎやうじ　　 さき　（7）名代のおいらん相撲好ハ娼法の勉強力の鯨りでありんすと古風な言葉で吉原の行事から前
　　　ぶれ　　　告です（明治12年1月23日，6－64中）
「ざます」2例
　　　　　　　　　しまひ　そうばか　ひげなが　　　しやうち　（8）「……十六日の仕舞と惣纏頭は髪長さんは承知さますか（明治10年1月16日，2－40上）
　　　それ　　　　　なまつ　　　　　　　ひげ　　はや　　　　　　よせ
　（9）夫だから総のやうな樗を生すのは廃ばいいのさます（明治10年1月16日，2－40中）
「でおます」3例
　　きやうと　　　さ　　　　　　　　　いふがた　　　　ふ　　　だ　　　　よく　　　　　　　あさ　　　　すんばか　　じき　　と　　　　　　これ　　しんねんはじ
　（iO）京都は表る十九日の夕方から降り出して翌二十日の朝は八寸計り直に解けたが是が新年初め
　　　　　おほゆき　　　ての大雪でおますといふ（明治9年2月27日，1－54上）
　　　たかくら　　　　　　ど　ま　　いつぼいつめ　　たた　　おほいり　　　　　　　　　さか　　あきうど　　　　　　　　よろく
　（11）高倉さんの土間は一杯爪も立ぬ大入でをました境い商人はゑらふ与録しをりましたといふ
　　　（明治10年1月15日，2－36上）
　　　ははじやひと　　　　　　　　　こと　⑫　母者人あまりよい事でもおませんがナ（明治10年1月31日，2－85中）
以下，新聞欄と寄書欄との使用状況を見る。
一20一
2．1新聞欄
2．1．1全体の使用状況
　明治9年から明治13年の五年間における断定表現の全用例数は2842例であり，各表現の用例数
および使用率は以下の通りである。用例数の多い順から，「だ」「なり」「であります」「である」
「です」「じゃ」「たり」「でごさる」「でござります」「でございます」である。
・第1位
・第3位
・第5位
・第7位
・第9位
「だ」1300例（45．7％）
「であります」309例（10．9％）
「です」137例（4．8％）
「たり」18例（0．6％）
「でごさります」16例（0．6％）
・第2位
・第4位
・第6位
・第8位
・第10位
「なり」808例（28．4％）
「である」199例（7．0％）
「じゃ」26例（0．9％）
「でござる」17例（0．6％）
「でごさいます」12例（0．4％）
　各年の使用状況を表で示すと以下の表1となる。なお，比率は小数点二位を四捨五入したもの
である。
表1
明治9年 明治10年 明治11年 明治12年 明治13年 合　計
だ ・65i49・・％252i45。3％　　：
428i55．4％　　： 204i3跳251i41．8％　　： 　　脚P300i45．7％
なり 　1V i21．1％
126i22．7％　　： ・6gi2・・9％193i33・5％24gi41．5％　　： 　　1W08｝28．4％
であります
36i10，7％　； 97｝・7・4％ 61i　7．9％　脚 　印W8i15．3％
27i　4．5％　：
309110．9％　　印
である 24i　7・1％40i　7，2％　印
62i　8．0％　： 51i　8．9％22i　3．7％
1ggi　7．0％　　：
です
14i　4．2％　： 21i　3．8％　： 44i　5・7％
25i　43％　： 　…
R3｝5．5％　唱 ・37i　4B％
じゃ
??????
8i　1．4％
?????? ??．???? ?????? 26iO・9％
たり
?????? ?????? ?????? 5iO．9％
??????
18iO．6％
でござる
??????? ?????? ??????
2iO．3％ 1io2％17iO．6％　：
でごさります 7i2．1％ 5iO・9％
?????? 　…????? ?????? 16i・・6％
でございます
　…??????? ?????? oi　o％
?????? ??????
12iO．4％　印
合　計 337i100％　　： 556i100％　　： 773i…％576i…％6・・i・00％2842i100％　　：
　表1でわかるように，明治9年から明治11年までの3年間において，「だ」は「なり」を2倍以
上上回っていたが，明治12年になると両者の差が縮まり，その差は2％弱となる。さらに，明治13
年になると，その差はわずか0．3％であり，「だ」と「なり」がほぼ拮抗するにいたる。なお，どの
年度においても1位・2位の「だ」と「なり」との合計は全体の約70％を占める。明治13年になる
と両者の合計は80％を超える。
　次に，各断定の助動詞の生起する位置を表にまとめると次の表2になる。各欄の左側は用例
数，右側は各助動詞全体に対する各生起位置における使用率を示す。
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表2
明治9年一明治13年
地　　の　　文 会　話　文
文　中 文　末 記事末 文　中 文　末
その他
ﾌ引用 合　計
だ 537i41．3％98i　7．5％　1 78i　6．0％　レ 5314．1％105i　8．1％　： 　　印S29133．0％1300｝100％　　：
なり 465i57・5％53i　6．6％　：
13；1．6％　唱 40i　5．0％　1
?????
233i28・8％08i　100％
であります 　1R5i11．3％
57｝18．4％　2 181i58．6％
????? ?????
23i　7．4％　脚R0gi　100％
である
　：
S8i24．1％　：
24i12．1％　1 　1Qgi14，6％
??????
2i　1．0％　…X4i47．2％　F撃№№堰@100％
です
40i29。2％　： ・4i…2％ 51i37。2％
??????
　1P6i11．7％
　…???．???? 　齢P37i　100％
じゃ
?????
5i19．2％8i3・・8％ ??? 幽6i23．1％
??．???
26i　100％
たり
???????
2｝ll．1％ oio％???? …oio％
??．??? 　…
P8i　100％　：
でござる
?????
4i23．5％
…??????
3…17．6％
?…?．??
4i23．5％
???????
でござります
??? ???? ??．??? ???? ??．???
2i12．5％16i　100％　：
でございます
?????
oio％
??????
4i33・3％ 7i58・3％oio％
???????
合　計 113gi40．1％　　： 　：Q57i　9．0％371i・3・・％　：P13i　4．0％・56i　5・5％8・6i28嬬2842i　100％　　：
　この表を見ると，各表現はそれぞれ生起の位置に偏りが見られる。使用頻度が最も高い「だ」は
地の文の文中で多く用いられ，その他の引用での使用がそれに次いでいる。「なり」も同じ傾向を
示している。一方，「であります」は記事末に集中している。「である」は「その他の引用」で多く
使われている。「です」は「であります」と同じく記事末での使用が多く，また会話文での使用が
文中・文末を合わせて約15％を占めている。「じゃ」以下の用例数が少ないため断言はできないが，
用例数上位5位の断定の助動詞において「です」は会話文での使用頻度が最も高い表現である。
「じゃ」は記事末での使用が多い。「でござる」は地の文の文末とその他の引用に用例数が多いが，
そのほかはいずれも用例数が少なく，著しい特徴が見られない。「でござります」は会話文の文末
と記事末に集中しており，両者合わせて8割以上を占めている。地の文の文中・文末と会話文の
文中での使用は見当たらない。「でございます」は会話文の文末での使用が最も多く，ついで会話
文文中での使用が多い（「でごさります」の使用例は見当たらない）。また，記事末には1例しか
見られない。「でござります」と同じく地の文文末と地の文文中の使用は見当たらない。
2．1．Ll「だ」
　「だ」は全1300例ある。最も多く用いられているのは「で」413例（31．7％）である。次に「だ
と」202例（15．5％），「だ。」113例（8，7％），「だから」110例（8．4％），「だが」107例（8．2％）で
ある。上位5位のなかで「。」で終わる言い切りの形は「だ。」のみで，そのほかはすべて文中用
法である。
　生起位置を見ると，「だ。」は記事末の使用が47例，会話文の文末が36例であるに対して，地の
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文の文末は22例である。過去形を表す「だった。」2例しかなく，地の文文末と記事末に1例ずつ
の使用がある。「だった。」は当時の『仮名読新聞』では断定の助動詞の過去形としてはあまり一般
的でなかったのであろう。また，「で」は明治9年では47例の使用があり，明治10年は100例，明
治11年は164例，その後激減が見られ，明治12年では49例，明治13年では53例となった。
　　　　　　　　　　どう　じかう　し　　　　　　　　いせい　　　い　 しかこうをれ　⑬「ナニ鹿公己のハ童子格子だから威勢が能いぜ（明治9年2月13日，1－36上）
　　　　　　　ゑんぺん　　　おほかた　㊥　……大方百万遍でもするのだらう（明治10年1月24日，2－65中）
　　　　　　　　　にぬし　　だいじん　　　　　　じんふう　かんぢやう　きん　　　　　　ゑんふそく　⑮　・…一いつれも荷主の大蓋だったが神風の勘定が金三百五十圓不足したので……（明治12年1
　　　月14日，6－32下）
2．1．1．2　「なリ」
　「なり」は全808例のうち，連体形「な」は360例（44．6％）であり，使用率が最も高い。「な」
の次は「なる＋名詞」で，用例数は著しく減り64例（7．9％）しかない。3位以下は「なり。」63例
（7．8％），「なら」61例（7．5％），「にて」50例（6．2％），「なれば」46例（5．7％）の順となってい
る。
　さらに，使用状況を詳しく見てみると，「なり。」は約7割が地の文の文末に用いられ，記事末
には4例しか使用されていない。また，明治12年には会話文の文末の使用が3例見られる。同じ
ことは「なる＋名詞」にも見られる。「なる＋名詞」全64例のなかで約7割の45例が地の文の文中
に見られ，会話文での使用は1例だけである。
　　　　　　　　　　　　こんどないこくはくらんくわい　 　 　　　　　　　　　　しゆつびん　　　 　　　　　　　　　いふめつ もの　㈹　……珍らしい物なれバ今度内國博覧会へ出品をせらる・と云（明治10年1月15日，2－35下）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うく　　きそく　　　 うんじやうしよ　　　　けんさかは なが　㊥　……この川に流し運上所にて検査を受る規則なるよし（明治11年1月24日，4－13下）
2．1．1．3「であります」
　「であります」は310例ある。生起位置は，記事末が181例（58．4％）であり，半数以上が記事末
に集中している。そのほか，地の文では92例（29．7％），その他の引用では24例（7．7％），会話文
ではわずか13例（4．2％）である。
　「であります」の使用の内訳を見てみると，終止形言い切りの「であります。」が最も多く，96
例（31．0％）ある。二位以下は「でありました。」52例（16．8％），「でありませう。」43例（13．7％）
である。上位3位はいずれも終止形言い切りの形で，今回調査した10種類の断定の助動詞のなか
で，「であります」のみがこのような傾向を示す。
　さらに使用状況を詳しく見てみると，「であります。」は記事末で77例用いられ，全記事末の言
い切り形式374例中で，この1形式だけで2割を占めており，記事末言い切りとして多用される表
現であることがわかる。また，前述した「だった。」がわずか2例の使用であったのに対して，
「でありました。」は52例あり，なかでも記事末の使用が42例もある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありはな　　 そののちりゑん　　　　 　しんねんさうAにがA　⑱　……其後離縁をしたとか新年早々苦々しいお噺しで有ました（明治10年1月11日，2－24下）
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　　も　　あつ　　　　　　　　　　きしや⑲　若し熱くなつても記者のせいでハありません（明治12年1月16日，6－39上）
　　なにしやう　　　こうりみ　せ　　おほふじるし　　　こうない　　どうおほこま？o）何商でも小費見世ハ大不印にて港内一同大困りであります（明治12年1月22日，6－59上）
2．1．1．4　「である」
　「である」は全196例あるが，半数近い94例がその他の引用に集中している。使用頻度から見る
と，「である」のなかで最も多く用いられている使用形式は「であらうと」36例（18，4％）で，次
は「であったが」30例（15．3％），「であらう。」17例（8，7％），「であったといふ。」12例（6．1％）
と続く。なお，終止形言い切りの「である。」の形式は今回の調査範囲では見当たらない。
　　　かつこれまで　　　　じ　　　　　　じまで　　きは　　　　あ　　　　　　いらい　（21）且是迄ハ六時より八時迄の極めで有ッたが以来ハ……（明治12年1月14日，6－32上）
　　　　　きうみん　　ほど　　　　　　　　　　　べつ　　　　おほ　吻　……窮民へ施こされたのハ別して大よろこびであつたといふ（明治12年1月15日，6－34下）
　　　　　ど　こ　　　　みちゆき　　で　　　　　　　　　　　　　おちつく　　　　　　ど　こ　⑳　…・・何塵へか道行と出かけたさうだが落付さきハ何庭であらうか（明治12年1月19日，6－
　　　51上）
2．1．1．5「です」
　明治初期『読売新聞』における断定の助動詞の調査（北澤・宮澤，2004）によると，明治7年
11月2日から明治8年12月30日までの1年2ヶ月間の『読売新聞』の新聞欄では，断定を表す助
動詞「です」の使用が見当たらない。これに対して，明治9年から刊行された『仮名読新聞』の
新聞欄においては「です」が全部で137例用いられている。長崎（2000）によると，この時代の仮
名垣魯文の他の作品では「です」の使用が少なく，活用は終止形のみであるという報告がある。
　r仮名読新聞』では「です」の使用がバリエーションに富んでいる。細かく見れば，137例中，
「です。」が43例（31，4％），「ですが」31例（22，6％），「ですから」14例（10．2％），「でせう。」9
例（6．6％），「ですか。」8例（5．8％）である。
　なお，「です」の上接語について簡単に触れておく。「です」の上接語は伝聞の「そう」が多用さ
れており，当時の小新聞の情報伝達の性格がうかがえる。また，「動詞ン＋「でせう」」が1例あ
り，現在よく使われる「動詞＋「でせう」」の使用も1例見られる。
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　　きんねん　　　　　　おほゆき　　しんしうまつもとへん　　たいそうふ　　　　　　　　　　　また　　・近年にない大雪で信州松本邊も大層降ッたそうです又……（明治9年2月5日，1－32
上）
　　いらい　　　　　　　　　いた　　　　　　　　　なみだ　　　　　　　わび　　　　　　　　　　そんなこと　　し　　似來ハかならず致しませぬと涕ながらに詫たといふが如其事を仕ないですねヱ（明治
10年1月12日，2－29上）
　　　　　　　しづ　　　　　　　　　　　　　　あんま　あは　　くひすぎ　　　　　　　　　　　どう　　　　　　　　な　　そん　やうくと鎮まつたがおかねハ鯨り泡を喰過たしおせきも泥だらけに成り損でせう（明
治11年2月12日，4－38中）
　　きふじ　　　　　　　　　　よしはらねこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めうなか　　　　　さか　…給仕によばられた吉原猫ハおりえおあいおなほの三猫中く五盛んなことでしたと……
（明治12年1月8日，6－10下）
　しばゐ　　　　　　　かとうやくしや　　やくまは　　はうかむ　　　　はな　　　　　　　　　　　　ひ　　ようじん○劇場でしても下等俳優の役廻り頬冠りに鼻をす・りながら火の用心く……（明治11年2
　　　　　　　　　　　　　　　　－24一
月5日，4－18下）
2．1．1．6　「じゃ」
　「じゃ」は全部で26例用いられており，活用しないため，文末，記事末とその他の引用とに集中
している。「じゃ。」の使用例が最も多く，8例ある。その他の引用では「じゃと」が6例用いられ
ている。「ぢゃ。」は3例見られる。また，「じゃ（ぢゃ）＋終助詞」の形式も見られ，「ぢゃナア」
は4例，「じゃア」「ぢゃぞヱ」が一例ずつ見られる。
　　　　　せんり　　　とお　　　　　　　　きしや　　いちばんや　じうま　　で　　　　　　　よ　　　き　たはち　　　　　　ほ　㈲　……千里も遠しとせず記者も一番野次馬に出かけて能く喜多八じやと誉められたいが……
　　　（明治9年2月5日，1－31下）
2．1．1．7　「たり」
　「たり」は全18例あり，地の文にのみ用いられる。なかでは「たる＋名詞」の形式が10例見られ，
最も多い。生起する位置についてはすべて地の文およびその他の引用に現れる。
　　　　　ひとがらせんせいけしき　　かえ　　わきやう　　なにもの　　　　　　と　　　　　　　　　こた　　　いわ　㈹……品行先生氣色を攣て和橋の何者たるを問ふもあらバ答へて云ん……（明治9年2月21
　　　日，1－48上）
2．1．1．8　「でござる」
　「でごさる」の使用はすべての表現形式を合わせて17例用いられ，なかでは「でござる。」が4
例，「でござるが」が4例，「でござい。」が2例である。「でござる」は断定の助動詞全体のなか
での使用率が少なく，減少する傾向が見られる。
　　　　　　ひやくべうつ　　　　き　　　　　　　　　　うち　　　つく　　　　　　　　　　　まへきん　　　えんわた　　　　くれ　　　　い　　　　　こめ　㈹　……米を百俵積ソで来たが二三日の内には着で五さらうから前金を百園渡して呉うと云ふゆ
　　　ゑ……（明治9年2月15日，1－41下）
　　　　　おそ　　おお　　みんけんほ　こ　　　ごせいたいまこと　ありがた　　こ　じせつ　㈹　……恐れ多く民権保護の御政膿誠に有難い御時節でハ五ざらぬかと……（明治9年2月21
　　　日，1－47下）
2．1．1．9「でござります」
　「でござります」は全部で16例あり，そのうち「でござります。」の用例数が6例で，「でござり
ました。」が4例，「でござりますと」が3例である。生起する位置から見ると，「でごさります」
は記事末と会話文文末に集中している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　　　 しんぶんや　　 　かうぞんはな　　わうらい い　㈹　往来で話して居たが新聞屋パー向存じませんで五座りました（明治10年2月9日，2－15下）
　　　　　　　　　　　　かた　　むしん　　まい　　こと　　　　　　　すごA　　かへ　　とちう　　　　　　　ます　　はな　　　　き　かわさきへん　 みよ り　㈱　……川崎邊の親族の方へ無心に参り断わられて蓼々と蹄る途中で五ざり升と話しを聞イて
　　　　　（明治10年1月15日，2－37上）
一25一
2．Ll．10　「でございます」
　「でごさいます」は全部で12例であり，今回調査した主要な断定の助動詞のなかで使用頻度が最
も低い。「でごさります」と同じように地の文での使用がなく，記事末に1例で，そのほかはすべ
て会話文に用いられている。
　　　　　　　めん　　　　　わたし　　か　ながわゑき　　しをざわげんべ　ゑ　まうすもの　　　　ざ　　　　　　こちらさま　　　　　あが　　　　お　岡　○ハイ五免なさい私ハ神奈川騨で監澤源兵衛と申者で五座います當家様に……参ッて居りま
　　　　しちべ　ゑ　　おやじ　　た　いびやう　　　　さ　　　　　　　　　むか　　　まい　　　す七兵衛の親父が九死一生で五座いますから迎ひに参りましたと……（明治9年2月7日，
　　　1－33下）
2．1．2新聞欄記事末の形式
　今回の調査範囲において，記事末にどのような形式が現れ，そのなかで断定の助動詞による記事
末の数量がどのぐらいあるのかをここで明らかにしておきたい。調査結果は次の表3の通りであ
る。
表3
明治9年 明治10年 明治11年明治12年 明治13年 合計
a．総記事数 159 409 406 500 534 2008
b．断定の助動詞による記事末数　　　　P 34 95 91 　　　99曾曾曾，．辱
??????
386
A＝b／a（％）
　，辱，曾曾，9，
Q1．4％
9曽曾曾曾・曹
Q3．2％
曾曾曹
Q2．4％ 19．8％ 12．5％ 19．2％
c．動詞述語による記事末数　　　99 81 177 158 197 169 782
　　　　　　　　　　　　　，．曾曾曾曾メ^a　　　曹9曾 　9T0．9％ 43．3％ 38．9％
「幽
R9．4％ 31．6％　　　曾，R8．9％
　　　　　　　　　　　　　，曾曾曾пC体言止による記事末数　　　，曽・「 曽　15 111 109 噛　154 195 　　，T84
　　　　　　　　　　　　　曾曾п^a　　　曽曽 9．4％ 27．1％ 26．8％ 30．8％36．5％ 　　，曾曾Q9．1％
　　　　　　　　　　　　　，，曾「曹曽メ{d曾9，辱「 96 288 267 351 　　P曾R64　　　曾
????
B冨（c＋d）／a（％） 60．4％ 70．4％ 65．8％ 70．2％ 68．2％ 68．0％
A＋B 81．8％ 93．6％ 88．2％ 90．0％ 80．7％ 87．3％
　5年間の総記事数は2008件であり，動詞述語による記事末数が全782例で，全体の4割弱を占め
ている。次に体言止めによる記事末は584例あり，動詞述語数によるものより約1割少ないが，全
体の3割を占める。今回の調査においては，断定の助動詞による記事末数が386例，全体の19．2％
である。この3種類の記事末が，毎年，80％～90％台を占める。さらに，記事末の表現形式の内
訳を表したものが表4である。なお，「する。」はサ変動詞の意味ではなく，動詞終止形言い切り
の数を総称したものである。他に「した。」「します。」なども同様である。
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表4
明治9年 明治10年 明治11年 明治12年 明治13年 合計
する。 1 4 15 6 24 50
した。 2 4 1 1 6 14
するといふ。 2 12 3 11 6 34
したといふ。 1 8 2 7 18
するといひます。 1 5 6
動詞＋う。 1 2 2 1 6
動詞＋なんだ。 1 1
動詞未然形＋ん。 2 4 1 7
します。 21 36 15 22 11 105
しました。 38 81 88 98 72 377
しません。 3 5 3 11 2 24
しませなんだ。 2 2
しませんでした。 1 1
しませう。 3 9 15 8 2 37
しますといふ。 1 1
しましたといふ。 2 1 3
文語形 7 5 5 26 43
文語形といふ。 4 3 12 15 34
文語形といひます。 1 1
形容詞といふ。 1 1
命令形 5 4 1 4 3 17
体言止め 15 111 109 154 195 584
断定の助動詞 34 95 91 99 67 386
形容詞。 5 9 8 8 30
形容詞かろう。 2 2
助動詞・まい 1 1 3 4 9
形容詞と。 1 1
すると。 1 2 3????
しますと。 9 2 3 14
文語形と。 7 31 38
その他 1 2 1 29 33
感嘆 8 6 9 6 5 34
その他 17 15 18 22 20 92
合　　　計 159 409 406 500 534 2008
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内訳からは『仮名読新聞』の記事末の表現におけるいくつかの特徴が見られる。
○「する」より「します」のほうが多い。
○文語形の使用が増える傾向にあり，明治13年では文語による記事末の数が「する」を上回る。
○言い差し「～と。」の使用が明治11年から現れ，その後も多用されている。
○体言止めの記事末数が明治9年から増え続けており，明治13年では全体の4割弱を占める。
　また，記事末数全2008例では動詞述語による記事末の数が最も多いが，それを多い順に示すと
以下のようになる。
・第1位「しました。」377例（48．2％）　　　・第2位「します。」105例（13．4％）
・第3位「する。」50例（6．4％）　　　　　・第4位「文語形。」43例（5．5％）
・第5位　「文語形と。」38例（4．9％）　　　　　・第6位　「しませう。」37例（4．7％）
・第7位「するといふ。」34例（4．3％）　　　・第7位「文語形といふ。」34例（4．3％）
　記事末においては文語形の使用が増加する傾向が見られ，特に言い差し「文語形と。」は明治9
年から明治11年までは用例が見当たらないが，明治12年では7例，明治13年になると31例も見ら
れた。
　r仮名読新聞』の新聞欄記事末の形式を述べてきたが，その傾向としては断定の助動詞による記
事末の数が減っていることがあげられる。また，全体の記事数から見ると，明治9年は1面に2
段で全2面の仕組みであるが，明治10年に1面に3段で全4面に変わり，その紙面の仕組みは明
治13年の廃刊まで続く。ただし，明治10年から明治13年までの間には総記事数に大きな変化があ
るp記事数が増え，一件あたりの記事が短くなったことで，2．1．1．1で述べた「で」の減少が見ら
れるようになったとも考えられる。
2．2寄書欄
2．2．1全体の使用状況
　新聞欄と比較する意味で，読者からの投書で構成した寄書欄を調査する。談話体文章の使用状況
を調べるため，寄書欄での使用調査は新聞欄と同じく全文文語体の寄書を対象外とする。『仮名読
新聞』には寄書欄が創刊当時から設けてあるが，投書の件数は減少していく。今回の調査範囲で
は，明治9年2月に63件，明治10年1月に53件あるが，明治11年から急減して32件となる。明治
13年になると，「飛花落葉（ふきよせ）」という，投書と似たような性質を持つ，主として読者の
寄せた歌の投書欄が設けられている。当年1月では寄書の数は9件しか見られない。各年度の使
用状況を示したものは以下の表5となる。なお，比率は小数点二位を四捨五入したものである。
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表5
明治9年 明治10年 明治11年 明治12年 明治13年 合　計
だ ’　　1W9i42．0％1・9153・2％　1S2i48．3％
??．????
10i34．5％　3 255i46．5％
なり
58i27．4％　：
51i24．9％　： 22i25・3％6i40・・％ 　唱P5i51．7％　　唱P52i27．7％
であります 2・i9・9％
17i　8．3％　3 1・i11・5％ 3i2…％
????? 51声・％
です 24i…3％16i　7．8％　：
??????
・i6・7％ 1i　3．4％ 4gi　8．9％　　
である
??????? ?????? ??????? ???? ??????
11i　2．0％　：
たり 2iO．9％
??????
ゴ1．1％
??????
3i103％gi　1．6％
でございます
???????
2i　1．0％
、???? ???? ????? 6i　1．1％
でござります
??．???? ?????… ?????? ?????
・i・％
????????
でござる 5i　2．4％
????? ????? ?????? ???? ??????
じゃ
?????? ?????? ??????? ?????? ????? ??????
合　計 　　：Q121100％2・511・・％87i100％15i100％　：
2gi100％　： 548i…％
　明治9年から明治13年の五年間において，寄書欄では断定の助動詞が全548例用いられた。明治
9年には212例も見られたが，明治12年には15例しか用いられていない。用例数の多い順に示すと
以下のようになる。
・第1位
・第3位
・第5位
・第7位
・第9位
「だ」255例（46．5％）
「であります」51例（9．3％）
「である」11例（2．0％）
「でございます」6例（1．1％）
「でごさる」5例（0．9％）
・第2位
・第4位
・第6位
・第7位
・第10位
「なり」152例（27．7％）
「です」49例（8．9％）
「たり」9例（1．6％）
「でござります」6例（1．1％）
「じゃ」4例（0．7％）
　寄書の数が減少したため，断定の助動詞の使用例数は明治12年以降激減する。「だ」と「なり」
との使用に注目してみると，明治12年と明治13年では用例数が極めて少ないため比較できない
が，両者の用例数を合わせると常に70％以上の使用率となり，そして，「なり」には増加していく
傾向がある。これらの点は，新聞欄と似たような傾向を示している。使用の順位を新聞欄と比べて
みれば，上位3位までは同じである。第4位の「です」は用例数が少ないが，「である」より多く
用いられている。また，「でごさる」は明治9年で5例が用いられたが，明治10年以降は見当たら
ない。
2．2．2寄書欄における断定の助動詞の生起位置
　寄書欄で各断定の助動詞の生起する位置を示したのが以下の表6である。
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?表6
明治9年一明治13年
地　　の　　文 会　話　文
文　中 文　末 記事末 文　中 文　末
その他
ﾌ引用 合　計
だ ・・314・・4％ 47i・8・4％
??．??
20i　7。8％26｝10．2％　： 　1T0i19．6％　1Q55i　100％
なり
110i72．4％　：
??????? ?????? ?????? ???? 　…??????? 　…
P52i　100％　1
であります
14i27．5％　： 21i41．2％　「
??．???
脚1i　2．0％
?????? ??．???
51i　100％　：
です
1gi38．8％　： ・3i26・5％
??．?? ??? ・1i22・4％
?????
4gi・00％
である 3i2乳3％
?????? ?????? ?????
2i・8・2％ 4i36螂11i　100％　：
たり
??????
・i・…％
??? ????? ????
・；・…％ gi　100％
でございます ・i・6・7％
??．?? ???? ????
11i16．7％
????
6｝・00％
でござります ・i・6・7％ 3i5…％
??? ??? 11i16．7％ ・i・6・7％
?????
でござる 3i60・・％
??????
oio％???? oio％
???? ??????
じゃ
??? ????
唱1i25．0％ ???
????
13i75．0％
??????
合　計 　印Q61147．6％10gi19．9％　1Q5i　4．6％25i　4．6％44i　8．0％　2 84i・5・3％548i・・0％
　生起位置から寄書欄と新聞欄の異同を検討する。
○寄書欄における断定の助動詞の全体的な使用を見ると，「その他の引用」は寄書全体の15％ほど
　の割合を占めている。それに対し，新聞欄では約30％が「その他の引用」である。市井や日常
　生活のニュースや情報を間接に読者に伝える新聞欄と違い，寄書欄には情報伝達の役割を担って
　いない，自らの考えや意見，思想を綴る文章の多いことがうかがえる。
○「だ」と「なり」は新聞欄と同じ傾向を示しており，両者とも地の文の文中での使用が多い。特
　に「なり」は地の文の文中での使用が7割強を占めている。
○「であります」は新聞欄と異なり，記事末での集中は見られないが，地の文の文末では4割ほど
　の使用率である。これは寄書欄自体の数が少なく，記事末に集中することがないためだと考えら
　れる。文中の使用より，地の文の文末に使用が偏っていることは新聞欄と一致する。
○「です」は新聞欄と同様に，会話文においてはほかの断定の助動詞より使用率が高いことが見ら
　れる。
3　まとめ
　本稿では，明治前期の小新聞『仮名読新聞』の明治9年かち明治13年までの五年間における各
年の1ヶ月分を対象とし，断定の助動詞についての全数調査を行った。その結果，新聞欄と寄書
欄における断定の助動詞の使用が似た傾向を示していること，また，生起位置によって，各断定の
助動詞に使用上の偏りが見られることが明らかになった。全体における顕著な特徴を次に示す。
①r仮名読新聞』の新聞欄と寄書欄においては，「だ」と「なり」とは常に使用率の高い表現である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－30一
　この二つの断定の助動詞は，明治9年では両者において甚だしい差があるが，明治13年になる
　と，この2形式は拮抗するにいたる。これは，主として2通りの理由が考えられる。一つは記
　事の長さが短くなったことにより，「だ」の連用形の「で」の使用が減少したことである。もう
　一つは文語体へと進んでゆき，口語表現が減っていくことである。
②「です」は同時期のr読売新聞』の新聞欄には皆無であり，また，他の資料にもあまり用いられ
　ていないとの報告もある。『仮名読新聞』は文語体に回帰する傾向のなかでも，「です」の使用率
　には減少が見られない。編集者の仮名垣魯文が積極的に「です」を『仮名読新聞』に取り入れた
　のだと考えられる。寄書欄は，用例数が少ないため断言できないが，寄書数が減少する明治12
　年以降，「です」の使用率も減少傾向を示している。当時のr仮名読新聞』の読者層では，「です」
　がまだ馴染みの表現ではない可能性があると考えられる。
　『仮名読新聞』の断定の助動詞を調査したことで，文体の推移や当時使用されていた断定の助動
詞の特徴を見出すことができた。ただし，r仮名読新聞』の語法や文体の特徴は断定の助動詞のみ
から断言できることではない。今後，断定の助動詞以外の方向から，明治初期の貴重な言語資料の
『仮名読新聞』の様相を探りたい。
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